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II 

、
県
消
防
協
会
長
、
郡
消
防

団

連

合

会

長

、

は

四
十
二
名
。

尚
、
表

0

愛
媛
県

功
労
章

第
三
(

”
 

II 

二
分
団
団
員

”
 
井
上
義
秋

上
田
福
一

谷
田
博
文

三
好
一
男

岩
野
清
信

高
倉
政
徳

冨
永
武
治

二
月
十
一
日
恒
例
の
肱
川
町
消
防
団

出
初
式
が
肱
川
中
学
校
々
庭
に
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
折
悪
し
く
小
雨
で
は
あ
り
ま

し
た
が
県
知
事
代
理
、
大
洲
警
察
署
長
．

大
洲
市
、
喜
多
郡
内
炉
似
団
展
、
主
任
、
[
-
分
団
班
長

一
分
団
班
長

町
議
会
議
長
外
有
多
数
参
列
の
も
と
に
[

団
員
二
四
二
名
の
姿
勢
、
服
装
の
点
検
[
第
四
分
団
班
長
土
居
哲
雄

各
種
操
法
、
部
隊
訓
練
、
分
列
行
進
等

[

I

I

上
田
秀
行

勇
壮
活
発
な
る
活
動
を
終
了
、
雨
の
た
；
多
郡
連
合
会
長
表
彰

め
体
育
館
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
な
い
[
勤
続
章

ま

し

た

。

令

第

一

分

II 

三
好
尚
一

・

任

期

満

了

に

川

町

長

選

挙

は

~
る
十
五
日
に
告
示
さ
れ
投
票
日
は
来

[
る
二
十
二
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

[
私
達
の
身
近
な
大
切
な
選
挙
で
す
。
~
の

二

清

く

、

正

し

く

、

明

る

い

票

を

投

じ

ま

[

っ

ぃ

て

ょ
う
。
~
昭
和
四
十
四
年
度
の
課
税
に
か
か
る
固
[

ー
・

~
投
票
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
乙
定
資
産
税
課
税
台
帳
を
左
記
の
通
り
関
[

五
時
ま
で
[
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
o

[
で
、
中
津
、
中
居
谷
は

已吾日

[
で
す
。

L
縦
覧
期
間

（
四
四
、
ミ
八
現
在
）
．

第
一
（
役
場
）
投
票
区
九
五
七
•

第
二
（
岩
谷
）

I
I

三
九
〇
~

（

宇

和

川

）

六

二

三

り

”
 

進

乳広
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1. 

西
岡

”
 

第
四
分
団
班
長

分
団
団
員

”
 

森
本
恒
男

兵
頭
達
行

小
川
武
久

樽
川

桐
内

厳

”
 

分
団
団
員

”
 

II 

第
二
分
団
団
員

”
 

道
田
勇
孝

二
宮
富
福

佐
藤
久
綱
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第
一

第
二
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

”
 

第
五
分
団
団
員

”
 

0

町
長
表
彰

一
分
団
団
員

”
 

金

野

翌
稔

第
四
分
団
団
員
三
生
時
光

第

五

分

団

団

員

二

瀬

正

II

昇

五
八
八
」
所
得
税
、
贈
与
税
の
申
告
も
三
月
十
五
．

―――――
i

日
が
期
賑
で
す
。

三
七
一
二
贈
与
税
は
昨
年
中
に
四

0
万
円
を
こ
え
．

一
八
一
―
-
｀
る
財
産
を
も
ら
っ
た
人
が
申
告
と
納
税
'

三
、
ニ
ニ
七
一
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
~

又
も
ら
っ
た
財
産
が
四

0
万
円
以
下
で
[

」
の
っ
て
も
過
去
三
年
間
に
同
じ
人
か
ら
[

こ
一

0
万
円
を
こ
え
る
財
産
を
も
ら
っ
た
[

告

属

合

に

は

二

0
万
円
を
こ
え
る
額
の
合
[

[

児

口

期

限

三

月

十

五

日

」

・

計

額

で

贈

与

税

の

計

算

を

す

る

こ

と

に

~
な
っ
て
い
ま
す
。

~
一
、
町
県
民
税
の
申
告

~
中
告
書
の
提
出
義
務
｛
贈
与
に
つ
い
て
は
親
子
の
間
で
さ
れ
て
．

昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
現
在
に
お
い
，
い
る
場
合
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。
又
親
~

；
子
間
で
売
買
に
よ
る
権
利
移
転
の
場
合
〗

；
て
肱
川
町
内
に
住
所
を
有
し
、
前
年
中

の

た

に

郵

便

番

号

も
贈
与
と
み
な
さ
れ
課
税
さ
れ
る
場
合
~

に
所
得
を
得
た
人
は
申
告
の
義
務
が
あ
[

っ
た
も
の
、
住
所
が
変
っ
て
い

；
も
あ
り
ま
す
の
で
贈
与
、
譲
渡
関
係
に
；
か
わ
か

：
り
ま
す
。

唸
但
し
給
与
の
み
の
所
得
者
で
給
与
報
i

つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
町
税
務
課
に
お
：
る
も
の
は
、
早
め
に
住
所
録
を
整
理
し

告
書
が
勤
め
先
の
事
業
所
よ
り
町
長
に
[
尋
ね

vだ
さ
い
c

一
上
正
し
い
あ
て
名
を
控
え
て
ぉ

vよ
う

麗
出
さ
れ
て
い
る
人
お
よ
び
所
得
税
の
~
こ
』
し
ま
し
ょ
う
。
（
住
所
録
は
郵
便
局

嘉
配
付
し
た
も
の
の
他
に
、
郵
便
番
号

地
籍
調
査
だ
よ
り

i
碓
定
申
告
者
、
事
業
税
の
確
定
申
告
提
~

｛
簿
家
庭
版
の
末
屋
に
も
印
刷
し
て
あ
り

~
出
者
は
町
県
民
税
の
申
告
は
し
な
く
て
[~

町
内
の
み
な
さ
ん
、
地
籟
調
査
課
で
；
ま
す
。
）

；
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

赤
岩
、
道
野
尾
、
小
~
ま
た
、
全
国
各
地
で
住
居
表
示
制
度

:
は
今
、
上
森
山
、

;
2
申
告
要
領

木
、
瓜
畦
、
粟
急
が
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
住
居
、
郵

玉
中
告
書
と
記
載
の
し
か
た
は
部
落
長
さ
〖
白
木
、
笠
掛
、
知
者
ノ

・
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
か
ら
よ
く
見
二
太
郎
地
区
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」
便
番
号
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
町
名
、
番

調
査
地
区
の
み
な
さ
ん
に
次
の
二
つ
〗
地
の
部
分
が
新
し
い
呼
び
方
（
街
区
符

ニ
て
必
ず
期
限
内
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

貞
告
を
怠
り
ま
す
と
所
博
か
ら
控
除
さ
こ
」
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
°
[
号
‘
住
居
番
号
）
に
変
っ
て
い
る
も
の

ご
か
あ
る
の
で
、
住
所
録
を
整
理
す
る
際
、

一
、
未
登
記
の
土
地
に
つ
い
て

五
る
べ
き
控
除
も
さ
れ
ず
税
金
が
高
く
[

登
記
を
し
な
い
と
法
津
的
に
は
自
」
特
に
見
落
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

な
り
ま
す
。
又
異
議
の
あ
る
場
ム
申
[

立
が
で
き
ま
せ
ん
。
~
分
の
土
地
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
う
。

で
す
か
ら
、
こ
の
際
に
登
記
を
＼
＞
書
き
損
じ
た
年
賀
は
が
き

忘
れ
ず
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

し
て
筆
数
を
少
な
く
し
て
お
い
た
り
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
を
書
き
損

[
方
が
将
来
、
少
な
い
経
費
で
相
続
:
し
た
場
合
は
、
一
枚
二
円
の
手
数
料
で

・
や
売
買
が
出
来
る
訳
で
す
。
土
地
五
郵
閂
は
が
き
、
ま
た
は
切
手
と
交
換
し

い
な
・
て
も
ら
え
る
の
で
郵
便
局
の
窓
口
へ
申

を
購
入
し
て
登
記
を
さ
れ
て

い
方
は
係
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
．
し
出
て
下
さ
い
。

田
や
畑
で
隣
地
所
有
者
と
の
境
が
~

入
り
く
ん
で
い
た
り
、
こ
ざ
こ
ざ
~

し
て
い
る
土
地
は
測
地
係
が
平
板
[

測
量
を
し
て
い
る
時
ぜ
ひ
立
会
し
[

て
下
さ
い
。
だ

町
で
は
、
次
の
方
々
に
協
力
委
[

員
を
お
顧
い
し
て
お
り
ま
す
。
[

宮
本
正
己
・
石
河
次
郎

昭
和
四
十
四
年

一
日
よ
り
同
月

日
ま
で

肱
川
町
役
場

二、

の

第
四
全
八
谷
）

第
五
（
中
津
）

第
六
（
予
子
林
）

第
七

計

”
 
”
 

投
票
区

II 

月

十

日

は

町

長

選

挙

の

投

票

日

で

す

。
、J

ぐ｝

と

•
久
保

万
願
寺
忠
徳

（
小
白
木
）
小
山
多
治
見

（
知
者
ノ
木
）
奥
田
睦
太
郎

（

瓜

畦

）

上

田

秀

行

（
粟
太
郎
）
丸
山
芳
雄

掛

）

泉

久

雄

森
田
未
光
・
山
本
寅
志
一

石
川
常
吉

つ



長
く
投
て
い
る
病
人
忙
は
、
床
ず
れ

が
で
き
や
す
く

F

病
人
自
身
も
省
誼
す

る
人
も
、
そ
の
対
策
に
悩
ま
さ
れ
る
も

の
で
す
。

ひ
ど
く
な
ら
な
い
り
ち
忙
手
当
て
す

る
こ
と
が
大
切
で
、
ヒ
フ
か
赤
く
な
っ

て
い
る
の
を
み
つ
け
た
ら
、
一
日
に
数

固
、
御
湯
で
し
ほ
っ
た
ク
オ
ル
か
、
ガ

ー
ゼ
で
脱
く
ふ
き
、
シ
ッ
カ
ロ
ー
ル
を

つ
け
て
よ
く
脱
燥
さ
せ
ま
す
。
早
く
か

ら
こ
の
よ
と
ー
な
手
当
て
を
す
ぺ
き
で
す

が
、
ひ
ど
く
な
っ
て
皮
か
む
け
て
た
だ

れ
た
場
合
忙
は
、
ホ
ウ
サ
ン
軟
コ
ウ
を

布
忙
の
は
し
て
は
り

f

プ
て
の
上

VC
カ
ー

ー

床

ず

れ

・ー、......,、，． ．．．．．．．，．,... 
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原森辿しいたけ共同販売所匹於ける 相場

1．入札の月日 1月 1り日

2．ノ＼札の和数 9 5 0点 18,0 0 0 k9 

ふ価 格砥値香信 2.6 0 0 ! 

(Ii当り） どんこ 1~ 7 5 0 l 
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生枷． 要

品訥は年木と変りなく；採収遅れのハネ物，I 

ニエ子混り毎の下物が多く目立ち， 1ヶ I
-9• ス当りの菫目も 1 8 ii9と．車くなっにが｝

札枷は保合でしたも

晶訥別価柘

上こンlしん1.蜘 0～ 2. 500円並こうしんl.4

山～ 1.WU円上とんこ1.6OU円中心
叩どんこ―.1 400 ~ 1.. 5り0円中肉且物1.5

じ（｝日中心小粒小．バ 800~ 1. 100円

下4;j(・クロ+・ J.::..ェ子混り） 2OU ~ 
500円

万
国
博
の

正
し
い
知
識
を

脊

李

全

国

火

災

予

防

運

動

に

あ

た

｀

工

冒

、」や
L

II

火

の

始

末

は

蔽

重

に

”

け

る

は

ず

で

す

。

｛

ヽ

r1

こ
と
し
も
伯
例
の
春
李
全
国
火
災
予
，
又
、
万
一
火
炎
が
発
生
し
た
楊
合
で

防
述
動
が
二
月
二
十
八
日
＼
三
月
十
―
―
―
雙
も
ふ
た
ん
の
用
意
を
お
こ
た
ら
ぬ
よ
う

一
日
の
十
四
日
閲
一
せ
い
紅
展
閲
さ
れ
ま
・
心
掛
け
て
お
け
ば

K
串
虻
い
た
る
こ
と
．

、平
'i

な

く

直

火

す

る

こ

と

も

出

米

る

は

ず

で

．

臨

思

、（

.3 

．

佑

忍

芯

い

忍

仇

ぃ

リ

NIiuli.“
ぃ9

い，

一
例
年
こ
れ
か
ら
春
李
匹
か
け
て
気
訟
．
す
。

販

足

期

の

二

月

叫

槙

省

や

紐

血

か

一

上

の

忠

条

件

か

ら

火

炎

の

規

校

か

べ

さ

令

年

い

春

季

全

国

火

炎

予

防

蓮

動

匹

一
く
な
り
や
す
い
た
め
消
防
閲
餘
者
は
も
．
恥
け
る
全
国
い
っ
せ
い
実
加
事
項
は
次
輝
結
す
る
た
め
、
↓
？
リ
ッ
フ
忙
よ
り
迫

突
隼
故
や
転
洛
半
故
な
ど
か
例
年
ふ
え

と
よ
り
町
民
全
且
か
一
政
協
力
し
て
火
の
辿
り
で
す
。

炎
矛
防
体
制
忙
万
全
を
期
す
る
必
芸
が
・
山
狐
鮨
、
ホ
テ
ル
に
お
け
る
避
難
設
備
｝
て
お
り
ま
す
（

し
た
が
っ
て
、
厳
悲
期
の
交
辿
事
故

あ
り
止
す
0

:

の

整

備

と

個

泊

者

Vc
対
す
る
避
難
経
．

昭

和

叫

十

二

年

中

匹

愛

媛

賑

で

は

、

，

始

の

案

内

い

を

防

ぐ

た

め

、

次

の

よ

う

な

こ

と

に

充

五
畠
に
意
し
て
く
だ
さ
い
。

七
六
一
件
の
火
炎
が
発
生
し
五
條
四
千
．
仰
栂
助
火
炎
の
防
止

外
出
時
の
火
の
元
の
総
点
検
．

0

チ
。
｛
ー
ン
や
ス
ノ
ー
ク
イ
ヤ
を
忘

五
石
万
円
余
り
伽
害
額
を
出
し
ま
し
た
o;

§
就
悛
、

し
ず
一
℃
／

j
-
I
‘
 

昨
年
の
始
和
四
十
三
年
忙
は
発
生
件
•
本
町
で
は
こ
れ
に

数
七
六
三
件
、
死
者
三
十
三
人
、
負
偽
／
山
バ
ケ
ッ
．
一
杯
の
水
の
く
み
お
き
連
動
柏
雷
ゃ
凍
結
し
た
道
恥
で
は
、
す
ぺ

者
―
二
囚
人
、
損
告
額
に
し
て
な
ん
と
．
叫
た
は
こ
の
投
け
す
て
と
投
た
は
こ
の
り
止
め
の
チ
ェ
ン
を
取
り
付
け
る
か
、

八

低

九

千

八

白

万

円

余

り

に

の

ぼ

り

ま

防

止

ス

ー

，

ー

ク

イ

ヤ

を

使

用

し

て

く

た

さ

い

4
e

，

祓

悲

期

妬

は
r

い
つ
も
チ
ェ
ー
ン
を

し

た

。

こ

れ

ら

の

大

火

炎

を

調

ぺ

て

み

を

加

え

て

町

民

の

み

な

さ

ん

に

火

災

ま
す
と
、
そ
の
は
と
ん
ど
が
失
火
で
あ
予
防
を
呼
び
か
け
る
こ
と
忙
し
攻
し
た
。
州
意
し
て
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
り

VC

ょ
．
し
て
お
き
出
し
ょ

5
0

り
、
一
人
一
人
か
も
っ
と
火
の
取
扱
い
．
今
年
こ
そ
無
火
災
の
年
如
し
ま
し

匹

注

意

す

れ

ば

火

災

の

大

部

分

か

妨

汽

0

0

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目

V
c
/
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|
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「
口
‘
!
|
'
□口
〗
〗]
|
|
|
|
I
]
す
口
〗
〗
〗
〗
〗
〗
い
、
口

1
[

、
ま
す
。
こ
の
関
覧
会
か
一
般
の
博
覧
会

一

が

き

き

忙

く

く

な

り

大

変

危

険

で

す

し

と

お

も

む

き

を

異

忙

し

て

い

る

の

は

闊

ゼ
数
枚
を
当
て
て
浸
出
物
を
吸
収
さ
せ

i

と

く

匹

悲

い

朝

や

富

道

で

は

充

分

注

品

の

取

引

き

を

ね

ら

い

と

す

る

国

際

見

ま

す

。

一

意

し

、

迫

駈

の

状

祝

忙

応

じ

た

安

全

速

＇

本

市

と

本

質

的

匠

異

り

F

世
界
の
国
々

こ

の

ろ

え

に

さ

ら

侭

細

紙

を

あ

て

る

一

巖

で

連

転

し

ま

し

ょ

う

。

口

か

一

堂

に

集

ま

っ

て

そ

れ

ぞ

れ

の

文

化

．
万
国
博
は
い
よ
い
よ
来
年
三
月
匹
桐
」
や
産
業
を
交
訛
し
あ
い
、
民
族
思
想
、

{

0

追
い
越
し
・
扉
合
匹
注
意

一

人
が
い
ょ
す
が
、
湿
気
が
こ
も
る
の
で

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
に
一
、
二
囮
雷
の
た
め
鉛
屑
か
は
っ
き
り
わ
か
ら
・
催
を
控
え
て
い
ま
す
。
既
に
入
嵩
券
は
•
こ
と
は
な
ど
の
ち
が
い
を
こ
え
て
交
似

は
布
を
と
り
か
え
ま
し
ょ
へ
。
お
天
気
一
な
い
と
き
や
、
ふ
ふ
き
で
わ
か
ら
な
い
昨
年
十
月
三
十
一
日
前
売
り
が
始
ま
り
．
す
る
産
業
と
文
化
の
祭
典
で
す
。

・
な
ぜ
「
人
知
の
進
歩
と
調
和
」
と

の
よ
い
日
忙
は
、
俵
口
を
直
接
日
光
に
[
と
き
凸
追
ぃ
越
し
や
罪
台
は
鉛
屑
が

□ま
し
た
が
ヽ
大
阪
府
下
千
圭
丘
の
会
楊

い
う
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
か
？

ス
リ
ッ
プ
し
て
畢
故
を
・
は
各
種
施
設
の
差
ェ
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。
．

あ
て
て
乾
棘
さ
せ
る
の
も
効
果
か
あ
る
一
く
す
れ
た
り
、

今
日
科
学
と
技
術
の
進
歩
は
ま
こ
と

谷
一
度
、
み
ん
な
か
参
加
す
る
万
国
博
．

一
起
こ
す
原
因
忙
な
り
ま
す
。

よ
う
で
す
。

0

道
鉛
へ
の
水
ま
き
は
や
め
よ

5
・

こ

を

正

し

く

認

識

い

た

し

ま

し

ょ

汽

。

に

め

ざ

ま

し

く

、

人

工

衛

星

、

電

仮

、

柄
人
忙
よ
っ
て
は
、
動
か
し
た
り
、

日

光

ピ

あ

た

っ

た

り

す

る

の

か

い

け

な

一

蔽

遵

期

忙

は

、

叫

悶

水

を

i
く

と

、

万

国

博

は

と

ん

な

催

し

か

？

原

子

力

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

な

ど

新

時

い

楊

合

も

あ

り

ま

す

か

ら

、

手

当

て

は

一

叫

て

ス

リ

ッ

テ

事

故

の

も

と

代

な

り

．

一

八

五

一

生

ロ

ン

ド

ン

で

門

凶

代

の

到

米

を

つ

け

て

い

ま

す

。

と
こ
る
が
他
方
で
は
こ
れ
ら
の
進
歩

古
二
す
訂
ら
、
如
m
v
C
は
水
は
吐
か
な
い
の
万
国
博
が
開
か
れ
て
か
ら
大
規
模
な

医
帥
忙
加
誤
し
て
か
ら
紅
す
る
の
か
よ
一

f
r
6ぢ
忙
し
ま
し
ょ
う

C
•

も
の
た
け
で
も
二
0
数
回
忙
及
ん
で
い
か
白
然
と
破
壊
し
、
人
間
性
を
失
な
わ

‘、

C

-
よ
り
。

"

9

,
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せ
い
る
い
ろ
の

し
て
い
ま
す
。

[

「

人

類

の

進

[
ー
マ
は
、
こ
ろ

・
や
わ
ら
け
、
人

[
の
と
れ
た
進
歩

~
い
か
ら
迦
は
れ

[

と

ん

な

催

し

い
世
界
主
若
，
叉
＼
力
国
以
上
が
参
加
し
一

刃
ナ
ダ
如
レ
ー
こ
’
J
'ヽ
0

9

.

〈
、
此
，
奇
各
国
ふ

．．
 
r

，
-

札
そ
れ
料
ぷ
；
j

,

論
伽
四
粋
ヶ
豆
め
に
吐
一

初
で
股
示
を
す
る
り
で
f

J

わ
な
み
る
一

と
ま
る
で
且
芥
一
周
脈
行
を
し
た
よ

}
r
-

な

気

分

が

味

わ

え

ま

す

じ

一

ま
た
、
和
祭
広
枷
、
多
目
的
ホ
ー
ル
：

美
術
釦
が
あ
っ
て
芸
期
中
民
族
舞
踊
、
一

世
界
の
サ
ー
カ
ス
、
一
，
血
ク
レ
ン
ト
に
一

よ
る
演
奏
、
公
演
、
門
外
不
出
の
東
四
一

一
碑
美
術
品
が
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
ま
一

'
す
。

そ
の
ほ
か
国
内
か
ら
も
政
府
廊
、
地
一

方
目
治
，
芸
廊
を
は
じ
め
一
侃
企
業
か

P

R
ぬ
き
で
施
設
を
展
示
し
人
類
の
英
知
一

進
歩
を
ど
の
よ
り
化
表
現
す
る
か
工
夫
一

を

、

．

」

ら

し

て

い

ま

す

。

―

[

ど

ん

な

芸

場

か

？

。

一

大
阪
の
中
心
か
も
北
東

[9

十
五

K
米
―

の
と
こ
ろ
十
出
丘
砂
に
あ

[
9

て
、
血
禎
＿

は
約
三
五
十
万
平
方
米
、
甲
子
固
詠
場

か

八

八

個

も

人

る

仏

さ

で

す

。

―

こ
の
中
に
内
外
の
辰
示
鮨
、
人
工
副
｀

美
し
い
日
本
庭
圏
、
広
協
｀
遊
戚
飩
設

口
か
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
忙
広

ー
い
の
で
展
示
釦
の
周
辺
部
は
新
式
モ
ノ

レ
ー
ル
が
走
り
、
各
ゲ
ー
ト
か
ら
中
心

部
に
向
っ
て
は
装
置
道
路
が
あ
っ
て
見

物
す
る
の
侭
使
利
な
よ
う
化
な
っ
て
い

在
す
。み

な
さ
ん
今
仇
ら
準
備
し
て
是
非
世

紀
の
大
祭
典
',4
見
よ
今
で
は
あ
り
主
せ

ん
か
。


